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札幌国際芸術祭 （以下 SIAF/ サイアフ）2014 をきっかけに「SIAF カフェ」
が生まれた。そして 3 年後の SIAF2017 に向けて、引き続き“札幌市資
料館”を芸術祭の活動拠点としていくべく、2015 年「SIAF ラウンジ」
と「SIAF プロジェクトルーム」が、晴れて館内に設置されたのだった。

創始期
“ラウンジ誕生”

2015 ☞ 2016

“さくさく”

さんごうめ

よろしくね ♪

【前回までのヒストリー】
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注：ユネスコ創造都市ネットワークの登録分野の一
つで、デジタル技術などを用いた新しい文化的、ク
リエイティブ産業の発展を目指す都市。札幌市は
2013 年 11 月に、世界で 2 番目の「メディアアーツ
都市」としてネットワークへの加盟が認定された。
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Cafe の

ちょっと

いい話？

第３回テーマ『ラボの日の本』

札幌市資料館
館長 坂本晴夫

資料館を訪れる方から「コーヒーでも飲み
ながらゆっくりできるところは無いの？」
との問い合わせが多くありましたが、���� 年の国際芸術
祭開催を機に SIAF ラウンジが生まれ多くの方から喜ばれ
て、施設運営に携わるものとして大変うれしく思います。
特に観光客の方が各施設見学後、大通公園を散策し西端
にある資料館に到着した頃には、足腰も疲れ気味でホッ
と一息できる場所として利用されています。
お客様の中には、会話される人いろいろなお客様がいらっ
しゃいますが、中にはさっぽろ文庫を読書されコピーを
依頼するお客様もおり、満足して利用されているのでは
ないかと思います。従前同様、笑顔であたたかい気持ち
でお客様を迎えていただき感謝しています。スタッフの
皆さんありがとう！

カフェテーブルや本棚の上、窓際などにひっそり
飾られているアジサイたち。資料館の前にある綺
麗なアジサイの花壇から摘んできたお花なんです。
梅雨の季節には色とりどりに咲く花たちを、寒い
時期にはドライフラワーとして楽しめます。季節
ごとに色んな表情を見せてくれるかわいい子たち。
皆様のご来室をいつでもお待ちしています。

植物図鑑 01
���� 年冬から、札幌市資料館を会場にして「ツ
ララ」にまつわるイベントが開催されていま
す。ツララのかたちをしたクッキーは、一昨
年の同イベント期間に合わせて SIAF ラウンジ
のカフェメニューに登場。当時、ちいさなリ
ヤカーで行商をしていた焼菓子屋の「ガブリ」
さんに、味やかたちづくりをお願いしました。
カップのふちにかけられるかわいらしいデザ
インや、ホットドリンクの温度にとけない独
自のアイシングが実現して、お客さんは写真
撮影などもたのしんでいたご様子でした。「そ
ういえば子どものころってツララ食べたなあ」
そんなことを思いだすカフェ時間だったかも
しれませんね。

SIAF ラウンジとわたし。

　
サ
イ
ア
フ
・
ラ
ウ
ン
ジ
の
あ
る
札
幌

市
資
料
館
は
︑
一
九
二
六
年
に
札
幌
控

訴
院
︵
今
の
裁
判
所
︶
と
し
て
建
て
ら

れ
︑
そ
の
後
裁
判
所
の
移
転
に
よ
っ
て

一
九
七
三
年
︑
札
幌
市
資
料
館
と
し
て

開
館
し
ま
し
た
︒

　
全
国
八
か
所
に
建
て
ら
れ
た
控
訴
院

の
う
ち
︑
現
存
す
る
の
は
名
古
屋
と
札

幌
の
み
で
す
︒
札
幌
軟
石
を
使
っ
た
歴

史
的
に
も
貴
重
な
建
物
で
あ
り
︑
一
九

九
七
年
に
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
︑
ま
た
二
〇
〇
七
年
に
札
幌
景
観

資
産
︑
二
〇
一
八
年
に
札
幌
市
指
定
有
形

文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
︒
そ
し
て

二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
三
日
︑
国
の
重

要
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
︒

︻ 

あ
じ
さ
い
ズ 
︼

���� 年の SIAF ラウンジのオープンと同時に、さまざまなプロジェクトもまたスタートしました。
今回は、� 年目に行われたプロジェクトの参考書籍として配架された本の中から � 冊をご紹介します。
まず � 冊目は、「Cognitive Cooking with Chef Watson」。“シェフと一緒に料理する”、なんて当たり前のことかと
思うかもしれませんが、なんとこのシェフ・ワトソンは人間ではなくコンピュータ。当時プロの人間シェフ
が作った ���� 以上のレシピとその評価、成分などのデータを蓄積し、そこから思いも寄らない素材や調理方
法によるレシピを提示してくれるというもの。そんなシェフ・ワトソンによるレシピの数々が収められた � 冊
です。洋書ではありますが、こちらを参照に「コンピュータが提案した料理」、一度試してはいかがでしょうか？
� 冊目は「Raspberry Pi （ラズベリーパイ）をはじめよう」です。Raspberry Pi は、海外のプログラミング教育
の現場で実際に使われている低価格なコンピュータで、本書はその入門書にあたります。日本の小中学校でも
プログラミング教育がはじまろうとしていますが、芸術分野でもコンピュータを活用する機会は増えつつあり、
札幌国際芸術祭でも、プログラミングを制作過程に用いた作品が数多く出展されています。作品に実践から触
れてもらう機会として、���� 年は大人子ども問わずプログラミングに触れられる機会が設けられ、それに付随
してこの本も活躍してきました。ぜひ本書を片手に、手のひらサイズのコンピュータを作ってみては。

ツララの季節だけの
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右
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国の重要文化財に指定された札幌市資料館
2020.12.23.


